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ドレスト光子は電磁場がナノ物質中の電子と電磁相互作用する際に生じる準粒子である。そのエ

ネルギー・運動量は、空間的局在性と短時間で生成・消滅される事から大きな不確定性を持ってい

る。従ってドレスト光子は分散関係が質量殻上ではなく、広がりを持った領域を占めている。その

ような量子電磁場のモデルの構築が目標であるが、現状様々な困難が知られている。電磁場の共変

的量子化に於いては不可避的に不定計量状態空間が生じる。Gupta–Bleurer–Nakanishi–Lautrupの

処方により、正のノルムを持つ物理的状態空間が選ばれ、その部分空間（の商の完備化)として得

られるHilbert空間にだけ着目すれば良い。この定式化に於いてスカラーポテンシャル A0と、ベク

トルポテンシャルの縦運動量成分 ALの物理的状態空間の元への作用は相殺され、非物理的な自由

度であると考えられる。しかし小嶋のミクロ・マクロ双対性に基づく研究 ([1, 2]等を参照)におい

て、これらの成分が粒子モードを励起する事はないが、infrared Coulomb tail等を介してマクロ現

象に寄与するが、その機構の理解に代数的レベルにおけるゲージ不変性、作用素レベルでのゲー

ジ不変性を区別して考察する事が重要である事が明らかにされた。A0, ATは粒子的モードのセク

ターとは無縁な古典的モードのセクターに対応した表現を持つ [2, 3]. 本発表では A0, ATの理的状

態空間の外での振る舞いを調べてみる事で、そのセクターのあるべき性質を推定できないか考察

した事を述べる。佐久間らによる Clebsch双対場を用いたドレスト光子モデル [5, 6]やその量子化

との関係も考察したい。
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